
日
夏
耿
之
介
の
日
記
や
随
筆

に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
「
兵
君
」

な
る
人
物
が
気
に
な
っ
て
い
た
。

最
初
に
気
に
な
っ
た
の
が

「
山
荘
日
記
」。
昭
和
15
年
８
月

21
日
「
知
久
町
三
丁
目
の
兵
君

来
訪
。（
中
略
）
十
八
日
の
愛
宕

の
西
瓜
祭
は
推
想
の
如
く
、
兵

君
の
発
意
の
由
。
お
守
り
と
由

来
が
き
を
く
れ
る
」
と
あ
る
。

こ
こ
で
読
み
取
れ
る
情
報
は
、

こ
の
人
物
が
「
知
久
町
三
丁
目
」

（
こ
こ
は
日
夏
の
生
家
の
あ
っ
た

と
こ
ろ
）
に
住
居
が
あ
る
ら
し

い
こ
と
。
記
述
に
「
西
瓜
祭
」

と
あ
る
の
で
、
遡
っ
て
み
る
と

８
月
18
日
の
同
日
記
に
「
今
夜

あ
た
ご
の
西
瓜
祭
。
六
十
年
目

の
復
活
の
由
。
大
焼
字
樽
み
こ

し
も
あ
る
由
。
た
ま
に
は
佳
い

こ
と
だ
」
と
、
ど
う
も
「
兵
君
」

は
（
日
夏
生
家
樋
口
家
が
代
々

神
官
を
務
め
る
）
愛
宕
神
社
の

氏
子
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
８
月
27
日
「
朝
起
き

て
み
れ
ば
、
南
雪
嶺
山
脈
黒
碧

に
く
つ
き
り
と
峙
ち
て
美
し
。

昨
日
兵
君
よ
り
送
り
こ
せ
る
虚

空
蔵
山
よ
り
見
る
雪
嶺
見
取
図

を
と
り
出
し
て
較
べ
み
る
」
と

あ
り
、
こ
こ
で
も
「
兵
君
」
が

登
場
す
る
。
今
で
言
え
ば
、
町

づ
く
り
や
歴
史
／
文
化
に
関
心

の
あ
る
人
物
の
よ
う
だ
。

「
兵
君
」
の
場
合
も
そ
う
だ
が
、

日
夏
は
略
称
や
号
、
果
て
は
地

名
な
ど
も
自
身
で
命
名
し
て
使

う
の
で
、
親
し
い
人
に
は
わ
か

る
が
普
通
の
読
者
は
わ
か
っ
た

よ
う
で
い
て
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
「
兵
君
」
は
「
栗
里
亭

記
」
に
も
登
場
す
る
。「
栗
里
亭

記
」
は
避
暑
で
は
な
く
戦
時
疎

開
で
あ
る
。
山
本
村
の
栗
里
亭

の
「
林
中
生
活
」
入
る
２
週
間

ば
か
り
前
、
昭
和
20
年
６
月
22

日
午
後
２
時
近
く
飯
田
駅
に
着

い
た
日
夏
は
級
友
（
奥
村
）
梨

瓶
子
の
口
利
き
で
、
渋
る
蕉
梧

堂
に
荷
を
解
き
、
真
っ
先
に
訪

問
し
た
の
が
級
友
畊
雨
子
と
板

兵
子
で
あ
る
。
こ
の
「
板
兵
子
」

が
ど
う
も
「
兵
君
」
の
よ
う
で

あ
る
。
時
節
柄
、
宿
で
は
昼
食

を
出
さ
な
い
の
で
日
夏
は

「
日
々
午
食
を
算
め
て
友
人
知
己

を
攻
む
」
よ
う
に
、
飯
田
の
町

を
彷
徨
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の

攻
撃
に
会
う
の
が
、
小
学
校
の

同
級
生
や
旧
僕
だ
っ
た
。

さ
ら
に
戦
後
の
昭
和
21
年
９

月
に
地
元
姫
城
書
院
で
出
版
し

た
『
随
筆
　
山
居
読
書
人
』
の

出
版
記
念
会
の
写
真
の
中
に
発

見
し
た
。
日
夏
夫
人
添
の
横
に

座
る
人
物
に
原
彰
一
が
「
板
信

伊
藤
兵
三
」
の
説
明
（「
伊
那
」

７
５
３
号
）
を
付
け
て
い
て
く

れ
た
。
さ
ら
に
「
伊
那
」（
８
６

７
号
）
口
絵
に
、
頬
杖
を
つ
く

鳥
居
龍
蔵
の
左
下
、
ハ
ン
チ
ン

グ
の
和
服
姿
の
伊
藤
を
発
見
し

た
。
写
真
は
大
正
10
年
５
月
。

兵
君
が
日
夏
と
同
年
だ
と
す
れ

ば
ち
ょ
う
ど
30
歳
く
ら
い
に
な

る
。
宮
澤
恒�

�

之�

の
解
説
に
よ
れ

ば
「
後
に
飯
田
市
立
図
書
館
長

に
な
ら
れ
た
」「
伊
藤
兵
三
」
と

あ
る
。「
板
信
」
と
い
う
足
袋
商

で
元
結
な
ど
も
扱
っ
た
。
伊
藤

収
一
『
彼
の
時
彼
の
人
』
収
載

「
板
信
の
人
々
」
に
は
憲
政
会
の

代
議
士
だ
っ
た
樋
口
龍
峡
の
選

挙
の
会
計
役
な
ど
を
つ
と
め
、

「
学
者
賢
人
君
子
と
の
交
り
を
得

て
後
に
知
恵
伊
豆
と
呼
ば
れ
」、

昭
和
24
年
３
月
26
日
63
歳
で
亡

く
な
っ
た
と
あ
る
。
お
そ
ら
く

図
書
館
長
在
職
中
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
、
当
時
、
図
書
館
へ
の

多
額
な
資
金
寄
贈
が
話
題
に
な

っ
た
。
飯
田
文
化
財
の
会
編

『
伊
那
谷
郷
土
誌
家
畧
伝
』
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

資
料
渉
猟
余
話
そ
の
33

黄
眠
先
生
が
行
く

６

三
丁
目
の
兵
君

嶋
　
不
濁

『随筆山居読書人』出版記念会（昭和21年11月１日）


